
令和８年度

年間指導計画

④b学学習グループ

第１・２・３学年

高等部

肢体不自由教育部門



学　　年 教育課程名

106 単位時間

月 指導時数

肢体不自由教育部門

3 俳句を作ろう 9
〇俳句の基本的な作り方を確認し、自分で作った俳
句を発表する。
◆日本の詩歌に親しもうとすることができる。

生徒の段階に合わせて言葉の
カードを選択して組み合わせたり、
穴埋め形式のワークシートに記入
して作成できるようにする。

11

2

12

1

到達度シートで自分の学習の進捗
を確認できるようにし、モチベー
ションを保つことができるようにす
る。

・文章読解
・敬語の学習
・漢字の学習
・言葉の学習
・作文
・音読
・ビジョントレーニング

42

到達度シートで自分の学習の進捗
を確認できるようにし、モチベー
ションを保つことができるようにす
る。

〇個別の国語の課題に取り組む。
◆苦手な課題に集中して取り組み、国語力を高める
ことができる。

書道に親しもう

9

10

21

〇とめ、はね、はらうポイントを理解する。紙と字のバ
ランスを意識して、字を書く。
◆筆を用いて力強く、バランスを意識して字を書こうと
することができる。

手本に十字で点線を書き、バラン
スを意識できるようにする。また、書
き順も記載し、正しい書き順を覚え
ることができるようにする。

6

7

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校　年間指導計画

4

5
・漢字の学習
・言葉の学習
・作文
・音読
・ビジョントレーニング
・手紙を書く

34
〇個別の国語の課題に取り組む。
◆苦手な課題に集中して取り組み、国語力を高める
ことができる。

年間授業時数

使用教科書 なし

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい 指導上の工夫

目標・ねらい

(1)日常生活に必要な語彙力や国語に関するスキルを身に付け、適切に使うことができる。

(2)話し合いや発表など、人との関わりの中で伝え合う力を高める。

(3)ことばのもつ良さを感じ、国語を大切にするとともに、言語活動を通して自分の思いや考えを広げることが
できる。

担当教職員
＊学校介護職員

教科等名 国語（知） 学習グループ名 高④b

学　　部 高等部 第１学年～第３学年 知的障害を併せ有する生徒の教育課程



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

時事問題・ニュース
○ニュース解説
◆社会事象への興味・関心を高め、理解を深める。

ICT機器を活用し、単元に関係するニュー
スや最新の時事問題を、視覚的に提示す
る。

2

○食料の輸送や販売について考える。
◆食材の生産や価格、運搬方法など、食卓に届くまでにどのよう
な過程があるのか理解を深め、様々な立場から考察することがで
きる。

ロールプレイを通して、異なる立場に立っ
て考察できるようにする。身近な食事に使
われた食材の産地などを取り扱い、実感を
もって学べるようにする。

3
○持続可能な食料生産について考える。
◆食料を通してSDGｓについて考え、身近な食品ロスなどについ
て考察し、興味・関心をもつ。

ニュースや身近なことなどと関連付け、具
体的なイメージがもてるようにする。行動目
標を決め、取り組みを記録し、意識を高め
る。

1

私たちの暮らしと産業 20

○自然を生かした食料生産について知る。
◆地域や気候による食料生産の違い、日本と外国との違いなど
について理解を深め、地域の特産品などについて興味・関心をも
つ。

視聴覚資料やクイズなどで、関心を高め、
その背景にある理由について知りたいと興
味がもてるようにする。

9

地域の特徴と自然環
境

26

○自然災害の種類や、対応方法について知る。
◆災害時の対応方法や備えについて、主体的に考察し、実際の
災害時に落ち着いて対応することができるように理解を深める。

避難訓練や身近な事柄、時事ニュースな
どと関連させ、具体的にイメージできるよう
にする。

10

○環境を守るためにできることを考える。
◆公害の歴史について理解を深め、現在の環境問題と関連付け
て考察し、課題解決に向けて自分なりにできることを考え、実行
する。

視聴覚資料やクイズなどを用いて、理解を
深められるようにする。行動目標を設定さ
せ、実施記録を取り、共有することで意識
を高める。

11
○地域紹介新聞を作成する。
◆ＩＣＴ機器や各種資料を活用し、地域文化の特色や歴史、特産
品や避難場所などを調べ、情報を整理・表現することができる。

ICT機器や図書を活用し、個々の興味・関
心に応じた調べ学習ができるように支援す
る。

12
○地域紹介新聞を発表する。
◆集めた資料を自分の言葉でまとめ、表現することができる。他
者の発表から興味・関心の幅を広げることができる。

成果物を貼り出したり、ICT機器で共有す
るなど、達成感を得られるようにする。

5

私たちの暮らしと政治 18

○社会保障制度について知り、理解を深める。
◆身近な社会保障制度について、具体例を話し合い、理解を深
める。

社会福祉や社会保険など、実体験があっ
たり、イメージしやすいものを取り上げ、具
体的に理解できるようにする。

6
○社会保障制度について調べ学習をする。
◆実際に制度を活用するために必要なことや、どのような仕組み
なのか興味・関心をもち、主体的に理解を深める。

自分の興味・関心のある分野を調べ、ICT
機器や印刷物などで共有する。テーマを
絞れない生徒がいる場合には担当を割り
振り、まんべんなく学べるようにする。

7

○障害者の権利について考察し、合理的配慮の求め方が分か
る。
◆共生社会の実現に向けて、これまでの経験や社会に出た際の
ことを想定し、合理的配慮について考察し、話し合い、理解を深
める。

視聴覚資料などで分かりやすく提示する。
実例を取り上げ、自分事として捉えられる
ようにする。ロールプレイを通して、主体的
に考察できるようにする。

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい 指導上の工夫

4 社会参加ときまり 6

〇自分たちの学習グループ内のルールを主体的に話し合い決
める。
◆憲法や法律、身近なルールなどの様々な決まりについて、な
ぜ決まりがあるのか、主体的に考察し、表現することができる。

学校内や家庭内のルールなど、身近で具
体的な決まりごとを取り上げ、イメージや考
察がしやすいようにする。

担当教職員
＊学校介護職

員

年間授業時数

使用教科書 改訂新版くらしに役立つ社会  東洋館出版社

教科等名 社会 学習グループ名 高④b

目標・ねらい

(1)様々な資料や具体的な活動を通して、社会生活との関連を踏まえて理解するとともに、情報を適切に調べまとめ
る力を身に付ける。

(2)社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に捉え、自分の生活と結び付けて考える力を養う。

(3)社会に主体的に関わろうとする態度や、よりよい社会のために学習したことを生かそうとする態度、将来を担う国
民としての自覚を養う。

令和8年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校　年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第１学年～第３学年 知的障害を併せ有する生徒の教育課程



学　　年 教育課程名

単位時間

月 指導時数

通
年

1

数学パズル

20

○数学のパズルやゲームに取り組む
♦１年間の総復習をする

・ゲームやパズルを通して数学の
楽しみを深める。

2

1年間のまとめ

20

○数学の基礎計算やデータ管理、図形などの復習を
する。
♦幅広い単元や内容を取り扱い、これまでとは違う考
え方、感じ取り方ができるように工夫する

・数学の基礎計算が筆記でできる
生徒もタブレット端末でできる生徒
もできる内容を可能な限り広げて
いく。

3

11

長さ、重さ

15

○長さ、水のかさなどの単位を理解し、変換できるよ
うになる。
♦具体的な量をプリントを使って具体的に調べる。

・単位を理解し応用問題に慣れる
よう支援する。
・小さい数字から大きい数字の問
題や複合問題に慣れさせる。

12

9

データの活用

15

○簡単な計算をもとに、データの管理をする
♦データの扱いを、整理、グラフ等を活用させて取り
組む

・何をどのようにデータ化したいか
を考えさせる。
・具体的に表やグラフを作ってみ
る。

10

4

計算の基礎

15

○自然数の加法、減法
♦自然数の範囲で桁数を徐々に増やしながら計算で
きる

・答が負の数にならないよう作問に
留意する。
・基本は筆算等を使うが、手のま
ひ等がある場合はタブレット端末
を使用する。

5

6

20

○乗法、除法
♦掛け算九九の暗算ができる
　除法については電卓を使用して計算することができ
る

・九九の暗算は焦らずゆっくり完璧
に覚えるように指導する。

7

使用教科書 なし

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導上の留意点及び工夫

担当教職員
＊学校介護職

員 　

年間授業時数 105

教科等名 数学 学習グループ名 高④b

目標・ねらい

(1)四則演算に慣れ、データ管理や確率の計算に応用できる。

(2)生活に必要な数量や図形などに関する理解を深め、それらを活用する能力と態度を育てる。

(3)数学パズルを活用し、数学の楽しみにふれる。

令和8年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校（肢体不自由教育部門）年間指導計画

学　　部 高等部 第１学年～第３学年 知的障害を併せ有する生徒の教育課程



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

70

3

1

2

生物 〇体のつくり（循環）
◆酸素や栄養素が全身に運ばれる流れについて理
解を図る。

20

実験、観察を行い心臓の動きに注
目することで、自分の体に興味、
関心をもたせる。

11

15

〇自然と災害
◆自然災害について知り、身を守る方法について考
える。

実験、観察や映像を用いることで
災害について可視化し、ハザード
マップや学校の防災対策を調べる
ことで身を守る方法について考え
るきっかけをつくる。

12

地球・自然

9

15

〇月と太陽
◆太陽や月などの身近に見られる天体と人間生活と
のかかわりについて知る。
◆太陽系における地球について理解を図る。

JAXAの映像資料や宇宙技術と身
近なものの関連性などを取り上げ
ることで興味をもたせる。
模型などを用いて太陽系を可視
化する。

10

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導上の留意点及び工夫

4

生物

10

〇栄養素
◆栄養素について知り、食生活について考える力を
養う。

5

6

10

〇生物と環境
◆生命を尊重する態度や学んだことを生活に生かそ
うとする態度を養う。

7

実験、観察を取り入れ、栄養素に
ついて興味をもち、給食など身近
な食事について調べ、健康的な食
事について振り返る。

調べ学習を取り入れ、食物連鎖や
食物でつながる生物の関係を考
え、動物と植物のつながりを考える
きっかけをつくる。

担当教職員
＊学校介護職

員

年間授業時数

使用教科書 くらしに役立つ理科（東洋館出版社）

教科等名 理科 学習グループ名 高④b

目標・ねらい

（１）身の回りの生物に興味をもち、自然を大切にする心を養う。

（２）自然災害について知り、身を守る方法を考える。

（３）観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

令和8年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校　年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第１学年～第３学年 知的障害を併せ有する生徒の教育課程



学　　年 教育課程名

35 単位時間

月 指導時数

通
年

教科等名 音楽（知） 学習グループ名 高④b

学　　部 高等部 第１学年～第３学年 知的障害を併せ有する生徒の教育課程

目標・ねらい

(1)曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、創意工夫を生かした音楽表現の技能を身に付ける。

(2)音楽表現を創意工夫し、自分なりに評価しながら音楽を聴くことができるようにする。

(3)音楽文化に親しみ、音楽経験を生かして生活を明るく豊かなものにしていく態度を培う。

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい 指導上の工夫

4
音楽オリエンテーショ
ン

3
〇発声練習・歌唱・鑑賞・楽器の扱い方について
◆音楽活動の楽しさを体験することによって、音楽に親し
む態度を養う。

5 4
みんなで歌おう！表
現しよう！

〇発声練習・歌唱・鑑賞、リズム奏
◆楽曲構成のイメージ化および発語・発声の促進。

6 4

7 3

合わせてみよう！

心を込めて歌おう！

9 3

10 3

J-POPや歌謡曲に親
しもう

合奏しよう

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校　年間指導計画 肢体不自由教育部門

3 3

11

2 3

12 3

1 3

ミニ発表をしよう

日本の伝統音楽に親
しもう

〇筝などの即興演奏、発声練習・歌唱
◆日本の音階や楽器の音色を感じる。

〇発声練習・歌唱、鑑賞、リズム奏
◆歌詞の内容をイメージしながら歌うことによって、楽
曲理解を深める。

・音楽の授業のルールを説明し、
授業の流れを説明する。
・譜面を使って、音の高低を視覚
的に理解できるようにする。
・手話や写真を用いて、歌詞の内
容をイメージできるようにする。
・ICT機器を活用して、自分の演奏
を客観的に振り返るようにする。3

〇発声練習・歌唱および簡易合奏
◆タイミングを合わせて演奏する楽しさを味わう。

〇発声練習・楽器およびリズム練習
◆毎回同じ発声練習を取り入れる。

〇楽器演奏、歌唱
◆友達と合わせて演奏することの楽しさや感性を養
う。

〇発声練習・歌唱、楽器演奏
◆主体的に音楽活動を楽しむ。



学　　年 教育課程名

１・２年 74 単位時間

月 指導時数

通
年

令和8年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校　年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 １・２年 知的障害を併せ有する生徒の教育課程

教科等名 美術 学習グループ名 高④b

目標・ねらい

(1)素材やテーマからイメージを膨らませて自分らしい作品をつくる。

(2)鑑賞、制作を通して様々な表現に触れ、身近なものに興味・関心を向ける。

(3)作品を作ること見ることの楽しみを味わい、美術に親しむ心を育む。

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 なし

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい 指導上の工夫

4 オリエンテーション
平面作品制作
ポスター制作

12

〇色の3原色を水や風や紐の動きによって混色しな
がら描画する。
〇水彩や油絵具、アクリル絵、クレヨンなどを用いて
バチックの技法を用いて生き物を表現する。
◆沢山の画材や道具を試して、効果的な技法を選ん
で描画する。
◆様々な技法で混色を行い、色の変化や形の変化
を味わい楽しむ。

・手の操作性に合わせた用具を用
意する。
・作る作品についてタブレット端末
や図書コーナーの本で調べる時間
を設ける。
・参考作品を紹介して、作品に親し
みがもてるようにする。

5

6

立体作品制作 15

〇アイデアスケッチをする。
〇立体を意識して造形する。
◆横や上から見て、立体造形を味わいながら制作す
る。
◆色や形を工夫しながら、自分が納得できる作品を
何回も試作しながら完成させる喜びを味わう。7

9

工芸作品制作 25

〇日本の伝統工芸を鑑賞する。
〇日常で使用する工芸品の制作を行う。
◆全体の色調を意識しながら自分の好きな色彩を表
現する力を付ける。
♦生活に役立つ作品をデザインし、デザインを表現す
るのにふさわしい技法で作陶する。

10

11

鑑賞
〇友達や自分の作品や映像作品を鑑賞する。
♦作品から感じたことを言葉や文で表現する。

12

デザイン作品制作 11

〇水墨画を鑑賞する。
〇墨絵の制作を行う。
〇デザインの制作を行う。
♦墨や和紙の素材に注目して、表現したいテーマを
考えて描画する。
♦一度描きの難しさや緊張感を味わいながら制作す
る。

1

2

卒業展示用作品制作 11

〇共同制作を行う。
〇タブレット端末を使って制作する。
◆アプリ操作を学習し、タブレット端末でオリジナルの
デザインを生み出す。3

（１）知識・技能

（２）思考・判断・表現

は

（３）主体的に学習に取組む態度



学　　年 教育課程名

3年 72 単位時間

月 指導時数

通
年

12

デザイン作品制作 10

〇水墨画を鑑賞する。
〇墨絵の制作を行う。
〇デザインの制作を行う。
♦墨や和紙の素材に注目して、表現したいテーマを
考えて描画する。
♦一度描きの難しさや緊張感を味わいながら制作す
る。

1

2

卒業展示用作品制作 10

〇共同制作を行う。
〇タブレット端末を使って制作する。
◆アプリ操作を学習し、タブレット端末でオリジナルの
デザインを生み出す。3

25

〇日本の伝統工芸を鑑賞する。
〇日常で使用する工芸品の制作を行う。
◆全体の色調を意識しながら自分の好きな色彩を表
現する力を付ける。
♦生活に役立つ作品をデザインし、デザインを表現す
るのにふさわしい技法で作陶する。

10

11

鑑賞
〇友達や自分の作品や映像作品を鑑賞する。
♦作品から感じたことを言葉や文で表現する。

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい 指導上の工夫

4 オリエンテーション
平面作品制作
ポスター制作

12

〇色の3原色を水や風や紐の動きによって混色しな
がら描画する。
〇水彩や油絵具、アクリル絵、クレヨンなどを用いて
バチックの技法を用いて生き物を表現する。
◆沢山の画材や道具を試して、効果的な技法を選ん
で描画する。
◆様々な技法で混色を行い、色の変化や形の変化
を味わい楽しむ。

・手の操作性に合わせた用具を用
意する。
・作る作品についてタブレット端末
や図書コーナーの本で調べる時間
を設ける。
・参考作品を紹介して、作品に親し
みがもてるようにする。

5

6

立体作品制作 15

〇アイデアスケッチをする。
〇立体を意識して造形する。
◆横や上から見て、立体造形を味わいながら制作す
る。
◆色や形を工夫しながら、自分が納得できる作品を
何回も試作しながら完成させる喜びを味わう。7

9

工芸作品制作

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 なし

教科等名 美術 学習グループ名 高④b

目標・ねらい

(1)素材やテーマからイメージを膨らませて自分らしい作品をつくる。

(2)鑑賞、制作を通して様々な表現に触れ、身近なものに興味・関心を向ける。

(3)作品を作ること見ることの楽しみを味わい、美術に親しむ心を育む。

令和8年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校　年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 3年 知的障害を併せ有する生徒の教育課程

（１）知識・技能

（２）思考・判断・表現

は

（３）主体的に学習に取組む態度



学　　年 教育課程名

73 単位時間

月 指導時数

武道「剣道」
（スポーツチャンバラ）

〇陸上競技についての知識を深め興味や関心があ
る種目を選び、記録を計測する。体育祭に向けて競
技のルールを理解したり周囲と協力して競技を行う。
◆自己記録に挑戦したり、仲間と協力して競技に参
加したりすることができる。

ゴロ卓球などでルールを簡易化し
て取り組みやすいようにする。

〇基本的な動作、打突（面・小手・足など）練習や簡
略化したルールでの試合
◆相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守り、安全
に配慮しながら粘り強く取り組む態度を養う。

・実態に応じて用具の調整をす
る。
・動作を細分化し、一つずつ定着
できるようにする。

7

19

〇ルール説明、パス練習・シュート練習、
◆ルールや試合の中での実践的な動きを理解するこ
とができる。また、チームで作戦を立てることができ
る。

〇打撃練習や試合を通して、ボールの動きに合わせ
た体幹や上肢の使い方を学習する。
◆ラケットにボールを当て、打ち返すことができる。

担当教職員
＊学校介護職

員

教科等名 体育 学習グループ名 高④b

令和8年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校　年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

(1)オリンピックやパラリンピックに関連付けながらスポーツや身体活動への意欲や関心を高めていく。

(2)話し合いの場面では、自身の意見や考えを周りに伝えようとすることができる。

(3)身体活動の楽しさを実感させ生涯スポーツへの意識を高める。

学　　部 高等部 第１学年～第３学年 知的障害を併せ有する生徒の教育課程

・様々な動きのストレッチを行い、
自身の体に関心を向けられるよう
にする。

・リズムよく投げられるよう言葉掛け
をしたり、目標物を設定して狙い
やすいようにしたりする。

2

12

1

体つくり運動
球技「ボッチャ」

6

〇柔軟ストレッチ運動、ラジオ体操や選択した曲で競
技に合った体操の創作を行う。
◆身体の柔軟性について理解し、自分の身体の使
い方を知る。

〇投球方法やルールの確認、投球練習、試合に取り
組む。
◆自分が狙った場所にボールを投げることができる。

5

球技「ボッチャ」
陸上競技
体育祭種目練習

13

18

・仲間と戦略を立てるように促す。
試合終了後に得点や戦術につい
て確認を行う。
・チームで話し合う時間を設ける。
試合では、フェアプレーやスポー
ツマンシップにのっとったプレーを
意識させる。

・体育祭に向けての見通しがもて
るように自身が出場する種目や日
程の確認を行う。
・自身の記録の変化が分かるよう
にする。

水泳

10

〇リラクゼーションや浮力を活用した活動を行う。
◆浮力を用いた活動を通してリラクゼーションや健康
の保持増進を図る。

6

4

年間授業時数

3

7

9

10

11

使用教科書

球技「卓球」

球技「ハンドサッ
カー」

なし

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい 指導上の工夫

安全に留意し、浮き具などを活用
しながら行う。



学　　年 教育課程名

36 単位時間

月 指導時数

通
年

1

情報機器の活用 10

〇ＩＣＴ機器の活用
〇データの保護
〇情報通信ネットワーク上のルールやマナー
〇他者の人権への配慮
〇個人情報の取り扱い
〇資料の作成・発表
◆基本的な特性や機能、操作方法、情報セキュリ
ティや情報モラルを身に付け、情報を活用して考え
たり、表現したりできる．

身近な題材や、イメージしやすい
事例を用いて、主体的に考えられ
るように支援する。

2
実際のニュースや視聴覚資料を
用いて、具体的なイメージがもてる
ようにする。

3
手順書や工程表で活動内容を明
確にし、見通しをもてるようにする。

9

作業学習、現場実習
から学ぶ

15

〇自己理解
〇自己実現と社会の一員としての役割
〇進路実習・１日体験・施設見学を振り返って
〇将来の進路発表会
◆職業生活に必要なことや、自己適性などについて
の理解を促し、働く力を身に付けることの意味を理解
し、働くことへの意欲を高めながら、卒業後の進路に
ついて考える。

日誌の振り返りや調べ学習を通し
て、見た施設の様子や体験した感
想を想起できるようにする。

10
視聴覚資料やホームページなど、
視覚的に分かりやすくイメージがも
てるようにする。

11

係活動や授業などの日常の活動
と結び付け、将来に向けて具体的
なイメージをもち、自信をもてるよう
にする。

12

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導上の留意点及び工夫

4

職業生活 11

〇勤労の意義
〇働く理由・目的
〇ビジネスマナー
〇社会から求められる人
◆勤労の意義や職業に関わる知識や技能について
学び、身に付けた力を発揮したり、他者と協力したり
して働こうとする意欲を育む。

身近な題材や、イメージしやすい
事例を用いて、主体的に考えられ
るように支援する。

5
ロールプレイなどの体験的な活動
を通して、実践的な学びを支援す
る。

6
ICTを活用して職業の調べ学習を
行い、職業についてのイメージが
もてるようにする。

7

担当教職員
＊学校介護職

員

年間授業時数

使用教科書 なし

教科等名 職業 学習グループ名 高④ｂ

目標・ねらい

(1)職業に関する理解を深め、将来の職業生活に係る技能を身に付ける。

(2)将来の職業生活を見据え、必要な課題や解決策を考え、実践する。

(3)共生社会の実現に向けて、生活改善をしようとする態度を養う。

令和７年度(2025年度)　都立墨東特別支援学校　年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第１学年 知的障害を併せ有する生徒の教育課程



学　　年 教育課程名

単位時間

月 指導時数

通
年

令和8年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校　年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第１学年～第３学年 知的障害を併せ有する生徒の教育課程

使用教科書 なし

教科等名 作業学習 学習グループ名 高④b

目標・ねらい

(1)授業で培った事務作業能力などを総合的に発揮できる内容を工夫する。

(2)仕事の依頼者との交流を大切にし、達成感を感じられるようにする。

(3)見通しをもち、技能が身に付けられるよう継続的に作業を行う。

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数 140

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導上の留意点及び工夫

4

印刷(通年） 40

○作業日誌を記録する。
◆身だしなみの確認や作業の振り返りを行い、客観的に自己の
仕事を振り返り、改善できる。ICT機器を活用する能力を身に付け
る。

項目により選択肢を設けることで基準を明
確にし、振り返りやすくする。教員からの客
観的な評価と合わせて改善できるようにす
る。

5

○注文書・確認書を確認し、ＩＣＴ機器を活用し、印刷物を作る。
◆情報を読み取り、注文に基づいた適切な情報を判断・入力す
ることができる。質問・報告・連絡・相談を適切に行うことができる。

工程表を用意し、手順を視覚化し、見通し
をもてるようにする。入力箇所を絞ることで
失敗を減らし、品質と達成感を両立する。

6

○依頼品を納品する。新規の依頼を受注する。
◆笑顔やはきはきとした言葉でのコミュニケーションをとることがで
きる。

教職員から受注することで、実際の社会で
役立つ経験をするとともに、責任感がもて
るように指導する。

・工程を分業化し役割を明確にする。
・完成品を使用してもらい達成感を持たせ
る。

3

○印刷・コピー作業、
♦依頼された必要な部数・向きで正確に複製することができる。

7

校内整備(通年） 60

〇使用済みのスリッパを回収し、新しいスリッパを納品する。
♦利用者からどのように見えるか、客観的な視点に立ち、責任感
をもって主体的に取り組むことができる。

集中して作業に取り組めるよう、ラインを作
り、必要に応じ言葉掛けをする。

9

〇図書や体育用品などの消毒・備品の補充を行う。
♦作業の内容を知り理解する。手順書どおりに作業を行う。作業
終了時には報告や連絡、困ったときには相談することができる。

一生懸命作業に取り組むことで、人に喜ば
れたり、褒められたりする喜びを伝えてい
く。

10

○特別教室清掃。
◆作業終了時には報告や連絡、困ったときには相談することがで
きる。

責任感をもち、やり遂げることに達成感を
得られるよう、支援する。良かった場面など
を具体的に示し、称賛する。

・「部数・向き」の確認を習慣化する。
・失敗例を共有し注意点を明確にする。

印刷、校内整備、オ
フィスワーク

通年を通して、需要に応じ実施する。 責任感・達成感をもてるように指導する。

11

○手紙の仕分け
♦宛先や種類を見て正しく分けることができる。

視聴覚資料や、写真付きの工程表など、
分かりやすく提示し、繰り返しの活動で定
着を図る。

オフィスワーク（通年） 40

12

○封入作業
♦手順通りに正確に作業することができる。

「①そろえる→②入れる→③確認」の手順
を掲示する。

1

○レターボックス入れ
♦指示された場所に正しく届けることができる。

・配置図や写真を活用する。
・実際に配布する手紙を事前に集めて、本
物化する。

2

○メモ帳作り
♦工程を理解し、実際に使用する製品として仕上げる力を養うこと
ができる。



学　　年 教育課程名

35 単位時間

月 指導時数

通
年

5

教科等名 外国語 学習グループ名 高④b

学　　部 高等部 知的障害を併せ有する生徒の教育課程第１学年～第３学年

目標・ねらい

(1)「聞く・話す」を中心に、「読む・書く」活動も取り入れ、挨拶や気持ち・体調の表現など、日常使う言い回しを習得する。

(2)長期にわたり定形文を繰り返し練習することで、自然に言葉が口から出てくるようになる。

(3)長期にわたり繰り返し練習することで、苦手意識をもたず新しいことに自主的に取り組むことができるようになる.

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい 指導上の工夫

4 3
〇日付・天気・数字の表現/自己紹介
◆日常生活でもよく聞かれる表現に実際に触れる。

5 2
〇たべものの名前を表す単語・表現
◆実際に目にできるものを英語で表現する。

身近な単語や表現を
知る①

2
〇アルファベット
▲アルファベットを覚え、大文字で自分の名前やもの
の名前を書く。

2
〇形の言い方
▲形のいい方に慣れ、身の回りのものの形について
表現する。

6

〇欲しいものの尋ね方/1学期の復習
▲欲しいものを尋ねたり答えたりする。

身近な単語や表現を
知る②

11 2

1

身近な単語や表現を
知る③

3

2
3

3

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校　年間指導計画 肢体不自由教育部門

ALTとの英会話

〇挨拶・自己紹介・季節やニュースに関する質疑応
答を行う。
◆積極的にコミュニケーションをとり、異文化理解を図
る。

日付や天気は年間を通して繰り返
すことで定着を図る。

単語と実物を一致させるようにす
る。

各自に合わせたアルファベット記
入シートを準備する。

形の英語に興味をもてるように身
近なものの形を何度も聞いたり、
言ったりする。

10 2

12 4

7 3

9 4

〇What time is it?
▲時刻や日課の言い方に知り、相手に伝える。

伝える活動をとおして積極的なコ
ミュニケーションを図る。

〇アルファベット
▲動物名を表すアルファベットを覚え、大文字で書
く。

各自に合わせたアルファベット記
入シートを準備する。

質疑応答を中心に行う。

〇持ちものを表す単語
▲学校で使うものや持ちものを英語で発音する。

持ちものを表す英単語を覚えるよう
にゲーム活動を交えた活動をす
る。

〇What do you want?
▲ほしいものを尋ねたり、答えたりする。

学習した英単語を使い、ほしいも
のについてやり取りする活動を行
う。

欲しい形を集めて、作品作りをす
る。

〇これは何？
▲あるものが何かを尋ねたり、答えたリする。

興味や関心をもてるように、クイズ
作成や発表を行う。

〇動物名を表す単語
▲好きな動物を英語で発音する。

生徒が知っている動物を引き出
し、提示する。



学　　年 教育課程名

35 単位時間

月 指導時数

通
年

1 進路学習 3
○墨の香りを感じながら、書初めを行う。
◆日本固有の文化を体験し、活動に興味・関心を向ける。

3 進路について 2
○ICT機器などを使って進路について調べる。
◆卒業後の進路について考える。

・学校行事の事前学習・事後学習を、
友達や先生と協力して行えるように、学
習内容や場面を設定する。

・繰り返しの活動により、活動内容に対
して簡単な見通しをもてるようにする。

・様々な環境で、それぞれの力や良さ
を発揮する力を伸ばせるように個々の
実態に応じて指導する。

2 主権者教育 4
○模擬選挙を行い、仕組みを学ぶ。
◆選挙を通して社会を知る。

・学校行事の事前学習・事後学習を、
友達や先生と協力して行えるように、学
習内容や場面を設定する。

・繰り返しの活動により、活動内容に対
して簡単な見通しをもてるようにする。

・様々な環境で、それぞれの力や良さ
を発揮する力を伸ばせるように個々の
実態に応じて指導する。

10

11

12
墨東祭事後学習
学期のまとめ

4
○各活動の写真や動画を見て2学期の活動を振り返る。
◆静かに写真やスライドの鑑賞ができる。

○各活動の写真や動画を見て1学期の活動を振り返る。
◆静かに写真やスライドの鑑賞ができる。

9

学期の行事確認
墨東祭事前学習

11

○写真やスライドを見たり、簡単な体験をしたりする。
◆学期の学習について知り、学校生活に見通しをもつ。

○学校生活全般で学習で行ったことを活かして墨東祭準
備を行う。
◆先生や友達と協力して活動する。

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい 指導上の工夫

4
新しい学年
新入生歓迎会

3
〇高等部の1年間の活動に見通しもって考え、学年目標や
係を決める。
◆高校部の生活を知り、学年目標や係活動を決める。

・学校行事の事前学習・事後学習を、
友達や先生と協力して行えるように、学
習内容や場面を設定する。

・繰り返しの活動により、活動内容に対
して簡単な見通しをもてるようにする。

・様々な環境で、それぞれの力や良さ
を発揮する力を伸ばせるように個々の
実態に応じて指導する。

5

学期の行事の確認
体育祭事前事後学習

6

○写真やスライドを見たり、簡単な体験をしたりする。
◆学期の学習について知り、学校生活に見通しをもつ。
○体育祭の種目を知り、友達と発表し合う。
○体育祭で身に付けた得意技を披露する。
◆体育祭を通して、友達と協力する力を養う。6

7 学期のまとめ 2

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 なし

教科等名 総合的な探究の時間 学習グループ名 高④b

目標・ねらい

(1)学校行事の事前学習・事後学習を、友達や先生と協力して行う。

(2)繰り返しの活動により、活動内容に対して簡単な見通しをもつ。様々な環境で、それぞれの力や良さを発揮する力
を伸ばす。

(3)コミュニケーション・スキルや地域での暮らし方について学ぶ。

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校　年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第１学年 知的障害を併せ有する生徒の教育課程

（１）知識・技能

（２）思考・判断・表現

は

（３）主体的に学習に取組む態度



学　　年 教育課程名

35 単位時間

月 指導時数

令和8年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第２学年 自立活動を主とする教育課程

教科等名 総合的な探求の時間 学習グループ名 高④b

目標・ねらい

(1)写真や資料等視覚的支援を取り入れ、活動への理解を促す。

(2)全員が意欲的に参加できるように、道具や活動のルールを工夫する。

(3)文化的な体験を通して、日常生活の楽しみ方を知る。

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 なし

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい 指導上の工夫

4
新しい学年
新入生歓迎会

3
〇高等部の1年間の活動に見通しもって考え、学年目標や
係を決める。
◆高校部の生活を知り、学年目標や係活動を決める。

7 2

9

10

5

6

11

12
墨東祭事後学習
学期のまとめ

3
○各活動の写真や動画を見て１学期を振り返る。
◆静かに写真やスライドの鑑賞ができる。

3 １年間のまとめ 3
〇１年間の学校生活を振り返る。
◆スライドなどを見て一年間を振り返る。

学期の行事の確認
体育祭事前事後学習

○写真やスライドを見たり、簡単な体験をしたりする。
◆学期の学習について知り、学校生活に見通しをもつ。
○体育祭の種目を知り、友達と発表し合う。
○体育祭で身に付けた得意技を披露する。
◆体育祭を通して、友達と協力する力を養う。

7

学期のまとめ

1 進路学習 3
○ICT機器などを使って進路について調べる。
◆卒業後の進路について考える。

2 主権者教育 3
○模擬選挙を行い、仕組みを学ぶ。
◆選挙を通して社会を知る。

・学校行事の事前学習・事後学習
を、友達や教員と協力して行えるよ
うに、学習内容や場面を設定す
る。

・繰り返しの活動により、活動内容
に対して簡単な見通しをもてるよう
にする。

・様々な環境で、それぞれの力や
良さを発揮する力を伸ばせるように
個々の実態に応じて指導する。

・学校行事の事前学習・事後学習
を、友達や先生と協力して行えるよ
うに、学習内容や場面を設定す
る。

・繰り返しの活動により、活動内容
に対して簡単な見通しをもてるよう
にする。

・様々な環境で、それぞれの力や
良さを発揮する力を伸ばせるように
個々の実態に応じて指導する。

学期の行事確認
墨東祭事前学習
修学旅行事前事後学
習

○写真やスライドを見たり、簡単な体験をしたりする。
◆学期の学習について知り、学校生活に見通しをもつ。
○場所の写真やスライドを見て、行く場所(地域）について
考える。
◆修学旅行に行く場所を知り、地域について考え、できる
活動を行う。
○修学旅行の事前学習で行ったことを生かして墨東祭準
備を行う。
◆教員や友達と協力して活動する。

・学校行事の事前学習・事後学習
を、友達や先生と協力して行えるよ
うに、学習内容や場面を設定す
る。

・繰り返しの活動により、活動内容
に対して簡単な見通しをもてるよう
にする。

・様々な環境で、それぞれの力や
良さを発揮する力を伸ばせるように
個々の実態に応じて指導する。

11

○各活動の写真や動画を見て１学期を振り返る。
◆静かに写真やスライドの鑑賞ができる。



学　　年 教育課程名

36 単位時間

月 指導時数

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校　年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第３学年 知的障害を併せ有する生徒の教育課程

教科等名 総合的な探究の時間 学習グループ名 高④b

目標・ねらい

(1)学校行事の事前学習・事後学習を、友達や先生と協力して行う。

(2)繰り返しの活動により、活動内容に対して簡単な見通しをもつ。様々な環境で、それぞれの力や良さを発揮する力を
伸ばす。

(3)コミュニケーション・スキルや地域での暮らし方について学ぶ。

5

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい 指導上の工夫

4
高等部３学年の生活に

ついて
4

〇高等部の1年間の活動に見通しもって考え、学年
目標や係を決める。
◆高校部３学年の生活を知り、学年目標や係活動を
決める。

話し合う場をできるだけ設けること
で、他者との関係性を学ぶ機会を
作る。

ビジネスマナー

6

7 3

3
○実習先について調べる。
◆卒業後の進路について考える。
〇進路壮行会
◆自分の進路選択に向けた取り組みを考えたり、友
達の取り組みを知ったりすることで、進路に向けた意
識を高める

9

10

11

12 3

4
〇職場体験学習にむけ、礼儀、マナーについて考
え、話し合う。
◆場に応じた言葉遣いや態度を知り、実践する。

ロールプレイで用いて，場面に応
じての言葉遣いやマナーを体験す
る。

墨東祭事前学習 4
○墨東祭での発表内容を考える。
◆墨東祭準備を先生や友達と協力して活動する。

集団の中での自己の存在や役割
を意識できるように、友だちとの関
わる活動を取り入れる。

ICT機器を活用し，写真や資料を
使って分かりやすく提示する。

進路学習② 4
〇身近な人の進路体験を聞く。
◆教職員などの進路体験を聞き，進路に対する実感
をもつ。

ICT機器を活用し，写真や資料を
使って分かりやすく提示する。

進路学習①

3
３年間のまとめ

卒業するにあたって
2

○高等部の３年間で学んだことをまとめる。
◆まとめたことを発表し，卒業に向けての決意を作
る。

1 3

2 3

ICT機器を活用し，写真や資料を
使って具体的に振り返れるように
する。

進路学習③

4
○進路実習報告会
◆自分や友達の進路への取り組みを振り返ることで、
卒業後の社会参加への期待感を高める。

ICT機器を活用し，写真や資料を
使って具体的に振り返れるように
する。

季節の活動

〇新年の気持ちをもち、目標を立てる。
〇墨の香りを感じながら、書初めを行う。
〇正月遊び
〇豆まき
◆日本固有の文化を体験し、活動に興味・関心を向
ける。

教材に直接触れ，体験すること
で，伝統文化の雰囲気を感じられ
るようにする。



学　　年 教育課程名

39 単位時間

月 指導時数

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校　年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第１学年 自立活動を主とする教育課程

教科等名 特別活動 学習グループ名 高④b

目標・ねらい

(1)写真や資料等視覚的支援を取り入れ、活動への理解を促す。

(2)全員が意欲的に参加できるように、道具や活動のルールを工夫する。

(3)文化的な体験を通して、日常生活の楽しみ方を知る。

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 なし

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい 指導上の工夫

4
高等部の生活につい
て

3
〇自己紹介、一年間の予定確認、学年目標決め、係活動
決めなど。
◆高等部の一年間の生活を知る。

一年間の流れを知り、見通しをもて
るようにする。

6

レクリエーション

4
〇レクリエーション
◆ルールのある遊びの中で、友達と競ったり、協力したりす
ることができる

意図的にチームを組み、生徒同士
のやり取りが生まれるようにする。

7 3

5 体育祭に向けて 4
〇体育祭の競技や応援練習など。
◆体育祭に向けて期待を高める。

応援ぐグッズを作成し、練習の段
階から本番の雰囲気を味わえるよ
うにする。

9

墨東祭に向けて 9

発表に向けて、自分の意見を発表
する場を設定する。

10
写真や映像などを活用して、具体
的に振り返ることができるようにす
る。

〇発表内容の企画
〇大道具、小道具作り
〇全体練習、発表内容についての話し合い・分担な
ど。
◆役割をもって、仲間と協力する。

11 墨東祭に向けて 4
〇全体練習、発表内容についての話し合い・分担など。
◆役割をもって、仲間と協力する。

自分の役割を意識できるように、準
備の係活動を設定する。

1 主権者教育 3
〇模擬選挙を行う。
◆生徒会選挙を通して選挙を知る。

写真や演説の音声を利用して、
「選ぶ」「投票する」ことを主体的に
行えるようにする。

12 レクリエーション 3
〇レクリエーション
◆ルールのある遊びの中で、友達と競ったり、協力したりす
ることができる。

意図的にチームを組み、生徒同士
のやり取りが生まれるようにする。

3 １年間のまとめ 3
〇１年間の学校生活を振り返る。
◆スライドなどを見て一年間を振り返る。

写真や映像などを活用して、具体
的に振り返ることができるようにす
る。

2 伝統文化に触れよう 3
〇調べ学習を行う。
◆日本独自の伝統技術を体験する。

教材だけでなく、衣装や背景を活
用し、伝統文化の雰囲気を感じら
れるようにする。



学　　年 教育課程名

39 単位時間

月 指導時数

3 １年間のまとめ 3
〇１年間の学校生活を振り返る。
◆スライドなどを見て一年間を振り返る。

写真や映像などを活用して、具体
的に振り返ることができるようにす
る。

1 主権者教育 3
〇模擬選挙を行う。
◆生徒会選挙を通して選挙を知る。

写真や演説の音声を利用して、
「選ぶ」「投票する」ことを主体的に
行えるようにする。

2 伝統文化に触れよう 3
〇調べ学習を行う。
◆日本独自の伝統技術を体験する。

教材だけでなく、衣装や背景を活
用し、伝統文化の雰囲気を感じら
れるようにする。

12 レクリエーション 3
〇レクリエーション
◆ルールのある遊びの中で、友達と競ったり、協力したりす
ることができる。

意図的にチームを組み、生徒同士
のやり取りが生まれるようにする。

7

修学旅行事前・事後
学習

3
〇事前・事後学習を行う。
〇役割分担、準備など。
◆行事への期待感を高め、学年の友達を意識して行
動する。

パンフレット、しおり等を活用し、見
通しがもてるようにする。
係ごとに事前学習や調べ学習を行
い、理解を深めていく。
写真や映像などを活用して、具体
的に振り返ることができるようにす
る。

9

9

10

墨東祭に向けて
〇全体練習、発表内容についての話し合い・分担など。
◆役割をもって、仲間と協力する。

・繰り返しの活動により、活動内容
に対して見通しをもてるようにす
る。11 4

5 レクリエーション 4
〇レクリエーション
◆ルールのある遊びの中で、友達と競ったり、協力したりす
ることができる。

意図的にチームを組み、生徒同士
のやり取りが生まれるようにする。

6 体育祭に向けて 4
〇体育祭の競技や応援練習など。
◆体育祭に向けて期待を高める。

応援ぐグッズを作成し、練習の段
階から本番の雰囲気を味わえるよ
うにする。

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい 指導上の工夫

4
高等部の生活につい
て

3
〇自己紹介、一年間の予定確認、学年目標決め、係活動
決めなど。
◆高等部の一年間の生活を知る。

一年間の流れを知り、見通しをもて
るようにする。

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 なし

教科等名 特別活動 学習グループ名 高④b

目標・ねらい

(1)写真や資料等視覚的支援を取り入れ、活動への理解を促す。

(2)全員が意欲的に参加できるように、道具や活動のルールを工夫する。

(3)文化的な体験を通して、日常生活の楽しみ方を知る。

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校　年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第２学年 自立活動を主とする教育課程



学　　年 教育課程名

35 単位時間

月 指導時数

通
年

35

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校　年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第３学年 自立活動を主とする教育課程

教科等名 特別活動 学習グループ名 高④b

目標・ねらい

(1)写真や資料等視覚的支援を取り入れ、活動への理解を促す。

(2)全員が意欲的に参加できるように、道具や活動のルールを工夫する。

(3)文化的な体験を通して、日常生活の楽しみ方を知る。

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 なし

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい 指導上の工夫

4
高等部３年生の生活

について
3

〇自己紹介、一年間の予定確認、学年目標決め、係
活動決めなど。
◆高等部の一年間の生活を知る。

一年間の流れを知り、見通しをもて
るようにする。

6 体育祭に向けて 4
〇体育祭の競技や応援練習など。
◆体育祭に向けて期待を高める。

応援グッズを作成し、練習の段階
から本番の雰囲気を味わえるよう
にする。

5
卒業後の生活に向け
て

3

〇進路実習オリエンテーション。大学受験に向けた取
り組み。
◆具体的な卒業後の生活をイメージする。現時点で
取り組むことを明確にする。

実習日誌を活用する。個別の取り
組みの時間も設定する。

9 墨東祭に向けて 3
〇全体練習、発表内容についての話し合い・分担な
ど。
◆役割をもって、仲間と協力する。

自分の役割を意識できるように、準
備の係活動を設定する。

7
進路について・レクリ
エーション

3

〇レクリエーション　〇それぞれの進路に向けた取り
組み
◆ルールのある遊びの中で、友達と競ったり、協力し
たりすることができる。

意図的にチームを組み、生徒同士
のやり取りが生まれるようにする。
進路担当の教員と連携して進め
る。

11 墨東祭に向けて 4
〇全体練習、発表内容についての話し合い・分担な
ど。
◆役割をもって、仲間と協力する。

自分の役割を意識できるように、準
備の係活動を設定する。

10 墨東祭に向けて 4
〇全体練習、発表内容についての話し合い・分担な
ど。
◆役割をもって、仲間と協力する。

自分の役割を意識できるように、準
備の係活動を設定する。

1 主権者教育 3
〇模擬選挙を行う。
◆生徒会選挙を通して選挙を知る。

写真や演説の音声を利用して、
「選ぶ」「投票する」ことを主体的に
行えるようにする。

12
進路について・レクリ
エーション

3

〇レクリエーション　〇それぞれの進路に向けた取り
組み
◆ルールのある遊びの中で、友達と競ったり、協力し
たりすることができる。

意図的にチームを組み、生徒同士
のやり取りが生まれるようにする。
進路担当の教員と連携して進め
る。

2 卒業に向けて 3
〇３年間の振り返り。卒業制作作り。卒業式の練習。
◆写真や動画を見て自分や友達の成長を感じる。

写真や映像などを活用して、具体
的に振り返ることができるようにす
る。

3
卒業に向けて
卒業後の進路に向け
て

2
〇３年間の振り返り。卒業式の練習。進路報告会。
◆写真や動画を見て自分や友達の成長を感じる。

写真や映像などを活用して、具体
的に振り返ることができるようにす
る。



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

10

〇コミュニケーション
・ひらがなボード
・サイン、絵カード
・視線入力
・手話　など
◆自ら気持ちや感じたことを表情や言葉で伝えること
ができる。場面に合ったやりとりができる。（思考・判
断・表現）

11

12

1

〇歩行や車いすの操作練習
〇操作性の教材
・ビーズ
・スイッチ
・ひも通し
・ブロック
◆手指の操作性の向上させ、正確にものを操作する
力を身に付ける。（知識・技能）

2

3

4

身体の取り組みを中
心とした自立活動６区

分
<健康の保持>
<心理的安定>
<身体の動き>

<人間関係の形成>
<環境の把握>

<コミュニケーション>

70

〇歩行練習
　・車いすの手漕ぎ
　・手つなぎ歩行
　・スロープ歩行
　・階段の昇降
　・ウォーカー歩行　など
〇筋肉トレーニング
　・背筋
　・膝立ち
　・腕支持
・よつばい
　・立位　など
◆基礎的な体力をつけたり、体幹の筋力をつける。
(知識・技能）

・その日の健康状態、心理状態を
把握し、メニュー決定のアドバイス
をする。
・自立活動部教員との連携を図り、
外部専門家のアドバイスを取り入
れる。
・自分の身体への意識を高め、自
ら目的をもって活動できるような言
葉掛けを行う。

5

6

7

9

〇ストレッチ
　・上肢
　・下肢
◆様々な身体の動かし方を体験し、力を抜いてリラッ
クス方法を学ぶ。（主体的に学習に取り組む態度）

年間授業時数

使用教科書 なし

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導上の留意点及び工夫

目標・ねらい

(1)運動・動作の維持と改善や、関節の拘縮や変形を予防、筋力の維持・強化をする方法を知る。

(2)自分の身体の健康状態を知り、健康を管理できるようになる。

(3)心身ともにリラックスする。

担当教職員
＊学校介護職員

教科等名 自立活動 学習グループ名 高④b

学　　部 高等部 第1・２・３学年 知的障害を併せ有する生徒の教育課程

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校　年間指導計画 肢体不自由教育部門



学　　年 教育課程名

175 単位時間

月 指導時数

通年 175

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校（肢体不自由教育部門）年間指導計画

学　　部 高等部 第１・２・３学年 知的障害を併せ有する生徒の教育課程

教科等名 キャリア基礎Ⅰ 学習グループ名 高④ｂ

目標・ねらい

(1)身辺自立や卒業後の進路に向けて、自分に必要なことを知り、身に付けることができる。

(2)自分の仕事に責任をもち、計画的に取り組む。

(3)自分の好きなことや得意なことを生かして活動する。

担当教職員
＊学校介護職

員

年間授業時数

使用教科書 なし

単元（題材）名 ○主な学習内容、◆ねらい（評価の観点） 指導上の留意点及び工夫

〇係活動
・給食のメニュー記入
・必要物品の補充
・健康観察表の記入と提出
・プリントを取りに行く
・動植物の世話
・食札の消毒
・電気の消灯
・ホワイトボード消し
・翌日の時間割
・授業開始前の呼び掛け
〇学校行事に関する制作
・体育祭や応援団の活動
・校外学習の準備
・修学旅行の準備
・墨東祭の準備
〇個別の課題
・プリント学習
・体調調整
・ICT機器の操作
・余暇活動
◆自分の役割を果たすことができる。（知識・技能・表
現）
◆取り組み方を自分がやりやすいように工夫しながら
取り組むことができる。（思考・判断・表現）
◆やる気をもって自分から取り組むことができる。（主
体的に学習に取り組む態度）

・主体性を大切にし、支援方法に
配慮して見守る。
・健康観察を行い、その日の体
調、身体の状態に合わせた取り組
みを行い、無理をしないようにす
る。
・友達が欠席した際には、全員で
協力して係に取り組めるように促
す。

個別の活動
係活動
余暇活動


